
様式１（主な取組）

【 098-866-2036 】担当部課 【連絡先】 企画部情報基盤整備課 関連URL ―

　災害時等の危機管理体制の構築のため、県と市
町村等との通信手段として沖縄県総合行政情報通
信ネットワークを整備している。改修・長寿命化計
画策定を行い、当該計画に基づく機器更新を実施
する。

県,市町村

通信機器の改修・長寿命化計画策定、関係者協議（市町村、消防等）、当該計画に基づく機器更新

改修・長寿命化計画策定 関係者協議 機器更新進捗率（事業費ベース）

計画策定 協議完了 10％

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R4 R5 R6

主な取組
沖縄県総合行政情報通信ネットワーク（防災行政無
線）通信機器改修事業

対応する成果指標 危機管理マニュアル等作成数

施策の方向
・防災及び危機管理の拠点となる「沖縄県防災危機管理センター」を整備し、同センターを中核に、様々な危機事象に対し迅速かつ的確な危機対
応が可能となる体制の構築を図るとともに、県民や本県を訪れている観光客への迅速な情報提供に向けた「沖縄県防災情報システム」の拡充・強
化や市町村防災行政無線等の整備を促進するなど、防災体制及び危機管理体制の強化に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 2-(4)-ア 危機管理体制の強化
施 策 ①危機事象に応じた危機管理体制の構築

施策の小項目名 ○防災体制及び危機管理体制の強化



様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

 (２)これまでの改善案の反映状況

大幅遅れ

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　現状把握や改修内容等の検討を進めているが、改修内容が実現性が高いものとするため、専門業者による設計が必要となった。そのため改修・長寿命化計画策定には至ら
ず、計画目標より大幅な遅れを取っている。

令和5年度の取組改善案 反映状況

ネットワーク規模が大きく、システム内容把握、改修案の提示などに予定以上に時
間がかかることから、計画の策定まで時間を取る必要がある。

毎月ネットワーク整備業者と調整を行い、システムの内容把握や現システムの改善点や改
修内容の検討、概算費用の算出、更新スケジュールの検討を行った。 
　改修内容が実現性の高いものとするため、専門業者による基本設計業務発注のための予
算化に向けて取り組んだ。

R4年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B
　令和４年度の検討を元に、ネットワーク設置業
者との調整を実施し、概算費用の算出、改修のス
ケジュール等を検討した。また、改修・長寿命化
計画策定のため基本設計の外注するための予算化
に取り組んだ。

0
現行システムの
把握、改修内容

の検討

関係者との協
議、改修内容の

検討
協議完了 0.0%

令和5年度活動内容 令和6年度活動計画

　令和4年度の検討内容に基づき、設置業者との調整を行い概
算費用等を算出。改修・長寿命化計画策定のための設計業務外
注に向けた予算化に取り組む。

　ネットワーク改修基本設計を実施し、関係者と協議を進め、
改修・長寿命化計画の策定を行う。また、改修実施設計に向け
予算要求、仕様書の作成を行う。

活動指標名 改修・長寿命化計画策定 R5年度
進捗状況

実績値

R3年度

実施方法 当初予算額

県単等 直接実施 ― ― 県単等 直接実施 21,488

主な財源 実施方法
R4年度 R5年度 R6年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 通信施設維持管理費 予算事業名 通信施設維持管理費



様式１（主な取組）

４　取組の改善案（Action）３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

⑦ その他(改善余地
の検証等)

　ネットワークの内容把握や改修内容等について十分期間を
とり検討行っているが、計画策定にはまだ時間を要する。早
期の更新のためには、関係者協議（市町村、消防等）等の作
業を同時に行う必要がある。

⑧ その他

　早期の設計委託を行い、改修・長寿命化計画の作成を進
め、同時に関係者協議（市町村、消防等）進める。



様式１（主な取組）

【 098-866-2036 】担当部課 【連絡先】 企画部情報基盤整備課 関連URL ―

　災害時の危機管理体制の構築のため県と市町村
等との通信手段として沖縄県総合行政情報通信
ネットワークを整備している。 
本ネットワークの機能を維持するため、「沖縄県総
合行政情報通信ネットワーク中継局個別施設計
画」を基に、本ネットワークの中継局の鉄塔等の改
修を実施し、長寿命化を図る。

県

通信施設改修に係る中長期計画（R３～R12）に基づく中継局（局舎等）の更新・長寿命化

整備進捗率（事業費ベース）

34％ 48％ 60％

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R4 R5 R6

主な取組
沖縄県総合行政情報通信ネットワーク（防災行政無
線）通信施設改修事業

対応する成果指標 危機管理マニュアル等作成数

施策の方向
・防災及び危機管理の拠点となる「沖縄県防災危機管理センター」を整備し、同センターを中核に、様々な危機事象に対し迅速かつ的確な危機対
応が可能となる体制の構築を図るとともに、県民や本県を訪れている観光客への迅速な情報提供に向けた「沖縄県防災情報システム」の拡充・強
化や市町村防災行政無線等の整備を促進するなど、防災体制及び危機管理体制の強化に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 2-(4)-ア 危機管理体制の強化
施 策 ①危機事象に応じた危機管理体制の構築

施策の小項目名 ○防災体制及び危機管理体制の強化



様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

 (２)これまでの改善案の反映状況

大幅遅れ

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　個別施設計画策定時に比べ施設の劣化が進み、当初想定していたよりも改修範囲が大きくなり、必要となる工期が想定より増加したため、工事を令和６年度に繰越をしてい
ることから、実績値が低くなっている。

令和5年度の取組改善案 反映状況

○今後は、工事の発注にあたり事前に調査設計を行い、改修範囲の設定や関係法令
の変更による影響等を確認する。

工期の確保ができるよう前年度に設計を完了させ、関連法令の確認や工事の範囲の確定を
し、令和６年度実施の工事の予算要求等を行った。

R4年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B
　「沖縄県総合行政情報通信ネットワーク中継局
個別施設計画」に基づく、中継局（局舎等）の更
新・長寿命化を行った。0.22％ 0.88％ 10.23％ 48％ 21.3%

令和5年度活動内容 令和6年度活動計画

　個別施設計画に基づき、久米中継局、伊良部中継局および多
良間中継局鉄塔等改修工事設計業務設計業務を行った。

　個別施設計画に基づき、久米中継局鉄塔等改修工事および伊
良部中継局鉄塔等改修工事等の改修工事、多野中継局鉄塔等改
修工事設計業務を行う。 

活動指標名 整備進捗率（事業費ベース） R5年度
進捗状況

実績値

R3年度

実施方法 当初予算額

県単等 直接実施 26,411 34,800 県単等 直接実施 418,825

主な財源 実施方法
R4年度 R5年度 R6年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 通信施設改修事業 予算事業名 通信施設改修事業



様式１（主な取組）

４　取組の改善案（Action）

⑦ その他(改善余地
の検証等)

　計画策定時からの劣化度を踏まえて改修範囲や工期の設定
を実施したが、工期や工事費が増加し、整備進捗率が当初計
画から乖離が生じているため、改修規模等に合わせた計画等
へ見直しを検討する必要がある。

３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

④ 社会・経済情勢の
変化(外部環境の変
化)

　工事に係る関係法令の変更による工法の選定や劣化状況に
応じた改修範囲の設定のため設計調査を実施した。その結
果、工法を変更し、工事を発注できた。

⑦ 取組の時期・対象
の改善

　引き続き、工事実施前の調査設計を継続し、適切な工法の
選択および工期の設定等に努める。 
　改修工事の規模等に合わせた計画等へ見直しを検討する。


